
問
題
な
の
で
あ
っ
て
基
本
的
に
は
〈
原
典
以
外
は
一
切
を
信
ぜ
ず
〉
が

信
条
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
翻
訳
は
本
来
信
頼
の
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
翻
訳
語
「
医
学
」
は
〈
学
〉
の
字
故
に
す
で
に
冒
巴
冒
口
で

は
な
い
。
医
学
で
は
な
く
日
①
ｇ
ｏ
宮
の
語
を
用
い
る
に
せ
よ
、
現
在
の

日
①
＆
。
旨
の
概
念
で
語
る
こ
と
の
で
き
る
医
学
は
せ
い
ぜ
い
こ
こ
二
’

三
○
○
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
日
本
語
に
翻
訳
す
る
だ
け
で
意

味
が
変
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
テ
キ
ス
ト
（
権
威
と
伝
統
）
で
は
な
く
、
あ
な
た
の
見
た
も
の
、
あ

な
た
の
触
れ
た
も
の
を
信
じ
な
さ
い
」
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
言
葉
で
あ

る
。
「
原
点
に
戻
れ
」
と
叫
ぶ
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
た
い
し
て
彼
の
原
典
で

は
な
く
、
翻
訳
を
切
望
す
る
の
は
決
し
て
筋
違
い
で
は
な
い
。
そ
れ
ほ

ど
に
第
一
級
の
古
典
の
翻
訳
の
意
義
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
本
来
不
信

頼
と
は
い
え
、
翻
訳
か
ら
で
も
得
る
こ
と
は
実
に
大
き
い
。

早
速
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
『
人
体
構
造
論
抄
」
を
購
入
し
て
拝
読
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
近
藤
氏
の
批
判
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
の
点
を
補
っ
て
余
り
あ
る
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
挿
し
絵
の

紹
介
だ
け
で
も
あ
り
が
た
い
が
、
一
六
世
紀
の
第
一
級
の
医
学
古
典
が

読
め
る
形
で
書
店
に
電
話
注
文
で
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
訳
文
が
あ
る
お
か
げ
で
図
版
か
ら
想
像
す
る
以
上
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ

ス
が
具
体
的
か
つ
詳
細
に
観
照
し
記
述
し
て
い
る
の
が
判
る
。
一
方
で
、

当
時
に
お
い
て
さ
え
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
だ
け
が
近
代
医
学
へ
の
転
換
点
を

作
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
を
誕
生
さ
せ
た
時
代
、
伝

統
と
権
威
か
ら
如
何
に
脱
却
を
計
ろ
う
と
も
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
で
す
ら
も

が
呪
縛
さ
れ
て
し
ま
う
時
代
が
現
れ
て
い
る
の
も
窺
え
よ
う
。
『
弓
冨

両
凰
８
日
坐
自
体
が
医
学
史
の
専
門
書
で
あ
る
ば
か
り
か
、
格
好
の
医
学

史
入
門
書
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。

こ
う
な
れ
ば
「
甸
号
風
８
」
の
翻
訳
が
欲
し
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
出

版
を
機
縁
に
し
て
我
国
に
お
い
て
も
「
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
論
議
」
が
展
開

さ
れ
、
近
代
医
学
へ
の
転
換
期
の
解
釈
に
一
層
の
深
み
が
増
せ
ば
良
い

と
思
う
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
今
回
の
出
版
の
期
待
し
た
い
意
義

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
訳
者
も
出
版
社
も
萎
縮
し
な
い
で
、
こ
れ
を
機
会

に
古
典
の
紹
介
が
相
次
い
で
欲
し
い
も
の
だ
。

（
永
田
和
弘
）

平
成
七
年
三
月
二
十
一
日
彼
岸
中
日
、
大
阪
市
天
王
寺
区
上
之
宮
町
、

曹
洞
宗
、
蔵
鷺
庵
に
於
て

参
列
者
は
、
東
京
よ
り
寺
師
睦
宗
、

同
碩
甫
、
西
巻
明
彦
、
小
曽
戸
明
子
、

名
古
屋
よ
り
長
与
健
夫
、
中
村
新
三
、

京
都
よ
り
宗
田
一
、
杉
立
義
一
、
小
石

秀
夫
、
石
原
理
年
、
渡
辺
武
、
地
元
大

阪
よ
り
裏
辻
嘉
行
、
柏
原
紀
美
、
岡
村

純
、
松
岡
道
治
、
山
中
太
木
、
長
門
谷

洋
治
、
苅
込
朗
、
南
利
雄
、
永
井
達
夫
、

山
田
政
弥
、
御
坊
市
よ
り
池
田
曠
播
氏

永
富
濁
哺
庵
二
三
○
回
忌
追
善
祭
（
報
告
）
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共
催
京
都
医
学
史
研
究
会

と
き
一
九
九
五
年
五
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
九
時
半
か
ら

と
こ
ろ
京
大
会
館
（
京
都
市
左
京
区
吉
田
河
原
町
一
五
’
九
）

開
会
の
こ
と
ば
…
．
：
：
…
…
・
…
…
．
：
：
…
…
・
長
門
谷
洋
治

一
、
ク
リ
ニ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
（
Ｔ
・
ル
イ
ス
、
一
九
三
○
年
代
）

栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

二
、
島
村
俊
一
先
生
の
事
跡
藤
田
俊
夫
（
京
都
市
）

三
、
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
正
月
二
○
○
年
宗
田
一
（
京
都
市
）

な
ど
、
計
四
十
名
出
席
。

一
、
本
堂
及
び
墓
前
に
て
法
要
、
導
師
、
住
職
磯
田
芳
竜
師

二
、
会
食
挨
拶
濁
哺
庵
顕
彰
会
事
務
局

三
、
記
念
講
演
会
（
司
会
、
裏
辻
嘉
行
、
長
門
谷
洋
治
、
岡
村
芳
樹
）

渡
辺
武
先
生
「
凋
嚥
庵
の
吐
方
に
つ
い
て
」

宗
田
一
先
生
「
濁
哺
庵
の
出
版
書
誌
」

寺
師
睦
宗
先
生
「
永
當
濁
嚥
庵
」

四
、
懇
親
会

永
冨
家
子
孫
謝
辞
、
中
嶋
哲
夫
、
井
上
喜
郎
、
幸
子
夫
妻
、
小

石
秀
夫
、
長
与
健
夫
氏
以
下
順
次
挨
拶

（
今
春
、
蔵
鷺
庵
本
堂
に
「
濁
哺
庵
文
庫
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
獅
耐
庵
に
関

す
る
資
料
を
御
寄
贈
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
）

（
凋
嚥
庵
顕
彰
会
事
務
局
岡
村
芳
樹
）

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
春
季
大
会

四
、
二
三
○
回
追
善
祭
と
濁
嚥
庵
を
廻
る
人
々
岡
村
芳
樹
（
大
阪
市
）

五
、
〔
紙
上
発
表
〕
『
漫
遊
雑
記
」
に
み
る
毒
の
用
語
に
つ
い
て

小
曽
戸
明
子
（
東
京
都
）

六
、
高
原
滋
夫
先
生
に
つ
い
て
江
川
義
雄
（
廿
日
市
市
）

七
、
丹
波
の
種
痘
医
松
本
節
斎
と
そ
の
一
族
古
西
義
麿
（
嘩
率
諦
鐘
）

八
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
医
薬
博
物
館
石
田
純
郎
（
質
享
襄
）

九
、
○
詳
○
印
画
①
凰
呂
三
目
囚
の
欧
州
遍
歴
旅
行
安
田
純
一
（
西
宮
市
）

己
、
緒
方
三
平
の
「
医
薬
品
術
語
集
」
（
適
塾
蔵
）
に
つ
い
て

岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

二
、
酒
田
の
「
解
体
約
図
」
ｌ
池
田
貞
三
文
庫
図
書
目
録
紹
介
を
か
ね
て
ｌ

佐
藤
允
男
（
山
形
県
）

三
、
長
崎
逢
洲
の
年
譜
に
つ
い
て
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

三
、
野
口
英
世
の
在
米
初
期
の
友
人
児
玉
信
嘉石
原
理
年
（
長
岡
京
市
）

西
、
色
盲
の
歴
史
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

一
五
、
新
収
蔵
口
虫
ウ
ル
ュ
ス
」
に
つ
い
て
岩
井
鉱
治
郎
銅
癖
爾
娠
迩

特
別
講
演
藤
原
定
家
と
冷
泉
家

同
志
社
女
子
大
学
教
授
朧
谷
壽

閉
会
の
こ
と
ば
…
…
：
：
．
…
…
…
：
：
：
：
…
：
杉
立
義
一（
長
門
谷
洋
治
）
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